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長崎県公共事業評価監視委員会

河川-1 長崎水害緊急ダム事業

詳細審議
再評価対象事業

長崎県



浦上ダム事業概要図
容量配分図 掘削計画平面図

下流取付河川分水路

分水路計画平面図

ダム堤体改築

貯水池

浦上ダム

下流取付河川
（大井手川）

河 川 名

位 置

型 式

総貯水容量

有効貯水容量

堤 高

堤 頂 長

2,330,000m3

21.1m

94.9m

2級河川 浦上川水系大井手川

長崎県長崎市昭和町195番地先

重力式コンクリートダム

2,490,000m3

再開発後現行

ダム高30cmかさ上げと、貯水池掘削 約48万m3 により貯
水容量を確保

かさ上げ高 30cm
有
効
治
水
容
量

1,
90

0,
00

0㎥

総
貯
水
容
量

1,
90

0,
00

0㎥

利水容量

（既得水道用水）
1,900,000㎥

常時満水位EL.42.7m
ダム天端高EL.45.5m

ダム天端高 EL.45.8m
サーチャージ水位 EL.43.8m
洪水調節容量
1,120,000㎥

（6/16～9/30）

利水容量
（不特定容量
1,210,000㎥）

最低水位 EL.33.1m

堆砂容量 160,000㎥

洪水調節容量 420,000㎥
非洪水期制限水位 EL.42.4m

（10/1～6/15）

利水容量

（不特定容量
1,910,000㎥）

総
貯
水
容
量

2,
49

0,
00

0㎥

有
効
治
水
容
量

2,
33

0,
00

0㎥

最低水位EL.30.5m

洪水期制限水位 EL.39.7m

貯水池掘削

浦上ダム

水中掘削 陸上掘削

水道用水を確保しながら、
陸上掘削と水中掘削の併用
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●．事業の概要＜既設提体の改築＞

現況断面

完成後断面

下流分水路

○完成イメージ図

ダム本体

貯水池掘削
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既設ダム天端高 45.500ｍ

新設ダム天端高 45.800ｍ（30cm嵩上げ）



●．事業の概要＜既設提体の取壊し及び改築＞

既設ダム天端高 45.500ｍ

新設ダム天端高 45.800ｍ（30cm嵩上げ）
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●．事業の経緯＜主な経緯＞

●長崎水害緊急ダム事業の沿革

年月日 内容 備考

昭和57年7月23日 長崎大水害 死者行方不明者２９９名

昭和58年4月 建設事業着手 長崎水害緊急ダム事業
・長崎防災都市構想を受けて、浦上ダム等の治水化が決定

昭和62年10月 基本協定書締結

昭和62年11月 全体計画(西山ダム建設事業)

平成元年4月 基本協定書変更 本河内低部ダム追加
中尾ダム新規開発量追加

平成3年6月 全体計画変更 本河内低部ダム、本河内高部ダム、浦上ダム、中尾ダム、雪浦
第2ダム、雪浦ダムを追加

平成10年12月 事業再評価 事業継続

平成13年1月 浦上川水系河川整備基本方針策定

平成13年6月 浦上川水系河川整備計画策定

平成15年8月 事業再評価 事業継続

平成16年3月 全体計画変更 工期変更

平成21年3月 事業再評価 雪浦第2ダム中止を含む見直し継続

平成22年10月 基本協定書変更 雪浦ダム計画変更：雪浦第2ダム、雪浦ダムの中止等

平成23年6月 事業再評価 事業継続

平成28年5月 事業再評価 事業費・工期の見直し

令和3年 事業再評価 工期の見直し
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●．事業の経緯＜各ダムの実施状況＞

（雪浦第二ダム）

（雪浦ダム）

浦上ダム

西山ダム
中尾ダム

本河内低部ダム
本河内高部ダム

H12完成
H12完成

H17完成
H24完成

（中止）

（中止）

既存の水道専用ダムの改築により治水化を図ることから、治水容量の確保によ
り減となる水道取水量分の容量をあらかじめ別のダムで確保した後に、ダムの
改築に取りかかる必要がある。
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 昭和57年7月23日の長崎大水害を契機に、中島川、浦
上川の洪水対策として、水道専用の浦上ダム、本河内ダ
ム、西山ダムの利水容量の一部を治水目的に変更し、ダ
ムによる洪水調節を行います。

 浦上川、中島川の水道専用ダムの多目的ダム化により失
われる水道容量を確保するために、八郎川支川中尾川に
中尾ダムを新設することにより、事業実施中においても
各浄水場における既得取水量を確保する計画です。

 さらに、長崎市に新たに1,400m3/日を供給します。

総貯水量
（万m3）

有効貯水量
（万m3）

ダム高
（m）

堤頂長
（m）

ダム型
式※

浦上ダム 249 233 21.1 94.9 G

西山ダム 158 147 40.0 216.0 G

本河内高部ダム 49.6 38.6 28.2 158.0 G

本河内低部ダム 60.7 57.7 27.8 118.8 G

中尾ダム 158 147 40.0 201.0 G

○長崎水害緊急ダム事業全体図 ※Ｇ：重力式コンクリートダム

利水
1,900千m3

利水
1,469千m3

利水
607千m3

利水
359千m3

浦上ダム 西山ダム 本河内低部ダム

利水
1,210千m3

利水
760千m3 利水43千m3

利水
386千m3 利水

1010千m3

浦上ダム 西山ダム
本河内
低部ダム

中尾ダム
本河内
高部ダム

既設改良 既設改良 既設改良 既設改良 新設

本河内高部ダム

浦上浄水場
25,000m3/日

本河内浄水場
20,800m3/日

H17完成

浦上浄水場
25,000m3/日 本河内浄水場

20,800m3/日
新規開発水量
1,400m3/日

1,100m3/日
7,000m3/日

7,300m3/日

治水
1,120千m3

治水
710千m3 治水

534千m3

治水460千m3

＜整備後＞

＜整備前＞

建設中 H24完成 H12完成H12完成

25,000m3/日 11,400m3/日
5,200m3/日

4,200m3/日

23,900m3/日
5,500m3/日

1,000m3/日

※浦上浄水場は道ノ尾浄水場と統合して移転する予定

●．事業の経緯＜長崎水害緊急ダム事業の概要＞



 平成28年7月1日 県公共事業再評価(継続実施) ⇒ 令和7年度完成予定
 令和3年7月 県公共事業再評価(工期の見直し) ⇒ 令和11年度完成予定

分類 工種
平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

計画 貯水池運用計画

貯水池掘削計画

下流取付河川計画

移転補償

工事 下流取付河川工事

貯水池内仮締切工事

貯水池掘削工事

ダム本体工事

試験湛水

H28再評価
R3再評価

＜工期変更の理由＞
○貯水池掘削計画の見直し
・貯水池掘削工事中の貯水池の取水運用について長崎市と協議した結果、平成１９年の渇水時にも浦上浄水場の供給エリ
アにも水道水を安定して供給する必要があり、貯水池運用計画の協議と施工計画の見直しによる遅れから、本体完成及
び試験湛水が令和１１年度末になること。

●．工期の変更

①工事中に渇水となっても取水可能な運用の検討

②水道用水を貯留しつつ施工する方法の検討
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●．工期の変更＜①貯水池運用計画の検討＞

貯水池掘削工事中には、浦上ダム以外の長崎市が利水容量を有する長崎県管
理ダムからの補水を行い、水道用水を確保する必要がある。

検討にあたっては、浦上ダムと浄水場系統が同様である下記の4ダムを抽出
し、対象ダムの未堆砂容量を活用し、浦上浄水場へ送水することで渇水時の水
道用水が確保可能であるかシミュレーションを行った。

対象ダム位置図

○基本的な考え方

雪浦ダム

神浦ダム

鳴見ダム

式見ダム

浦上ダム
：利用可能容量

サーチャージ水位

常時満水位

最低水位

洪水調節容量

利水容量(有効貯水容量)

計画堆砂容量

取水口
実績堆砂量

未堆砂容量算出イメージ
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○検討結果

シミュレーションの実施にあたって、検証条件の妥当性について長崎市に確
認を行いながら、トライアンドエラーを繰り返した結果、対象4ダムからの送
水では水道用水が不足することが判明したため、これに加えて工事中の浦上ダ
ムにおいても60,000m3の貯留が必要となった。

神浦ダム

浦上ダム鳴見ダム

式見ダム

雪浦ダム
手熊
浄水場

4ダムの未堆砂容量を使用

60,000㎥
の貯留

●．工期の変更＜①貯水池運用計画の検討＞

9

浦上
浄水場

浦上浄水場
水道供給区域



○掘削方法の選定

貯水池掘削工事の際に、浦上ダムに水道用水を一部貯留する必要があること
から比較検討し、その貯留位置をダム直上流として、陸上掘削、水中掘削併用
により施工することとした。

貯留方法と掘削方法の比較

●．工期の変更＜②貯水池掘削計画の検討＞

評
価

経済性ではケース②と同等であるが、
下流側掘削時に施工可能日数が減少し、
工期が長くなる。

他案に比べて工期が最も短い。また、
経済性でも優れる。

従来どおりの利水運用が可能である
が、施工能力に劣るため工期が長く
なり、工事費が増大する。
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浦上ダム
水中掘削

陸上掘削

水中掘削
陸上掘削

陸上掘削



○現状（再開発前）の浸水想定

●．事業の必要性＜浦上川
洪水浸水想定区域図＞

大橋下流

○長崎大水害の被害状況（昭和57年7月23日）

浦上川河川改修により、一定
の安全性が確保されているが、
計画規模の降雨により、浦上ダ
ム下流の一部で浸水が想定され
ている。
浦上ダムが完成することで、

下流の浸水被害を減らすことが
できる。

R3.2.24告示 11



〔今後の事業見通し〕
R4：貯水池掘削工事着手予定
R5：支障物件移転着手予定
R7：貯水池掘削工事完了予定
R8：ダム本体工事着手予定
R11：ダム本体工事完了予定

【完了工期】Ｒ１１年度完了予定

対応方針
（原案）

○（工 期の見直し） 令和７年度完成 ⇒ 令和１１年度完成予定

事業継続
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